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溝上のコメント 

・ 共同研究者である中原淳さん率いるチームが編集した、立教大学経営学部のビジネス・リー

ダーシップ・プログラム（BLP）をもとにしたリーダーシップ教育に関する著書である。＜

研究編＞＜実践編＞と２冊から成る、理論あり、実践ありの示唆的な著作である。本では舘

野泰一先生と高橋俊之先生が中心になってまとめている。 

・ BLP は、PBL チュートリアルの実践の多くと同様に、カリキュラムにしっかり組み込まれ

たリーダーシップ教育のプログラムである。一見、グループワーク、前に出てきて発表と、

典型的なアクティブラーニング型授業に見えるが、BLP は入学後のオリエンテーション合

宿から始まり（YouTube を参照）、４年間体系的にリーダーシップの力を身につけるように

なっている。 

（＊参考）YouTube「立教大学経営学部ウェルカムキャンプ・BL0 の紹介ビデオ（2018 年

度）」https://www.youtube.com/watch?v=rb6sKJebv90 

・ BLP は、かれこれ 10 年ほど前から、いま早稲田大学にいる日向野幹也先生が中心になって

導入・発展してきたプログラムである。とくに、「権限がなくても、ビジョンを示し周囲を

巻き込むリーダーシップ」という概念、リーダーシップの役割は､日本の教育・産業界に大

きな影響を及ぼしている。 
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